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東
日
本
初
！
は
し
ご
車
の
更
新

　
本
年
１
月
、
消
防
力
の
充
実
強

化
と
各
種
災
害
に
対
し
、
的
確
に

対
応
で
き
る
よ
う
東
日
本
で
初
と

な
る
地
上
高
54
㍍
の
は
し
ご
車
を

朝
霞
消
防
署
に
配
備
し
ま
し
た
。

　
は
し
ご
車
の
主
な
装
置
と
し
て

は
、
は
し
ご
先
端
に
カ
メ
ラ
と
電

動
式
放
水
銃
が
あ
り
、
基
部
操
作

部
で
画
像
を
見
な
が
ら
操
作
し
、

火
災
時
に
無
人
放
水
が
可
能
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
は
し
ご
を
自
動

収
納
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、

最
新
の
装
置
を
搭
載
し
て
い
ま
す
。

　
４
月
１
日
㈰
か
ら
は
、
緊
急
消

防
援
助
隊
に
車
両
登
録
を
し
て
お

り
、
要
請
に
応
じ
て
発
災
地
に
出

場
し
ま
す
。

　
４
市
46
万
市
民
の
安
全
・
安
心

を
守
る
た
め
に
消
防
力
の
向
上
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
30
年
度
予
算
の
概
要

　
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、
54

億
３
１
３
８
万
８
千
円
で
、
前
年

度
当
初
予
算
額
52
億
９
２
５
３
万

６
千
円
に
対
し
て
、
１
億
３
８
８

５
万
２
千
円
（
2.6
㌫
）
の
増
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
障
害
者
支
援
施
設
で
は
、
利
用

者
へ
の
生
活
支
援
と
快
適
な
生
活

環
境
の
維
持
管
理
等
に
努
め
ま
す
。

　
し
尿
処
理
場
で
は
、
新
た
な
施

設
の
整
備
工
事
が
７
月
に
完
了
し
、

効
率
的
な
施
設
運
営
に
努
め
る
と

と
も
に
、
安
全
で
適
切
な
処
理
業

務
を
行
い
ま
す
。

　
消
防
本
部
で
は
、
浜
崎
分
署
庁

舎
改
修
工
事
を
行
う
ほ
か
、
消
防

は
し
ご
自
動
車
や
救
急
自
動
車
な

ど
を
購
入
し
、
災
害
発
生
時
や
多

様
化
す
る
消
防
救
急
業
務
に
迅
速

に
対
応
で
き
る
体
制
の
整
備
を
図

り
ま
す
。

市
民
１
人
当
た
り
に
使
わ
れ
る

お
金　
　
　
１
万
１
７
７
０
円

（
注
）
平
成
29
年
10
月
１
日
現

在
の
構
成
市
住
民
基
本
台
帳
人

口
46
万
１
４
３
８
人
で
算
出
し

て
い
ま
す
。

埼玉県南西部消防本部からのお知らせ
◇　◇　◇　◇　◇　消 防 職 員 募 集　◇　◇　◇　◇　◇

採用予定年月日　平成31年４月１日

試験
区分

採用予定
人数 受験資格 試験案内配付 申込期間 試験日

上級

11人

平成４年４月２日以降に生まれた方で、大学を
卒業または平成31年３月末までに卒業見込みの
方

７月２日㈪から消防
本部および各消防
署・分署で配付
　　　　　　　　　
ホームページからダ
ウンロード可能（注
２）

◇郵送
　７月26日㈭～
　　　８月７日㈫
　※当日消印有効

◇持参
　７月26日㈭～
　　　８月９日㈭
　午前９時～午後５時
　※土・日曜日を除く

◇第１次試験
　９月16日㈰

◇第２次試験
　１次試験合格者に通知

中級

平成６年４月２日以降に生まれた方で、次のい
ずれかに該当する方
①�短期大学を卒業または平成31年３月末までに
卒業見込みの方

②�学校教育法に定める、（注１）に該当する専修
（専門）学校・各種学校を卒業または平成31
年3月末までに卒業見込みの方

初級
平成８年４月２日以降に生まれた方で、高等学
校を卒業または平成31年３月末までに卒業見込
みの方

（注１）専修（専門）学校…修業年限２年以上の専門課程（年間授業時間数680時間以上）
　　　  各種学校…高等学校卒業を入学条件とする修業年限２年以上の課程　

（注２）埼玉県南西部消防本部ホームページ：https://www.kennanseibu119.jp/firedepartment/
試験に関する問い合わせ

埼玉県南西部消防本部　消防総務課
☎460-0119

消防費
（消防業務運営費）
43億762万5千円
（79.3%）

公債費
（長期債元金および利子）

5,977万3千円
（1.1%）

予備費
1,000万円
（0.2%）

議会費
（議会運営費）
624万2千円
（0.1%）

総務費
（事務局運営費）
1億3,175万4千円
（2.4%）

民生費
（障害者支援施設運営費）
3億5,831万4千円
（6.6%）

使用料および手数料
（障害者支援施設使用料など）

2億7,133万7千円
（5.0%）

分担金および負担金
（構成市からの負担金など）

46億4,771万1千円
（85.6%）

組合債
2億20万円
（3.7%）

諸収入
1,076万6千円
（0.2%）

繰越金
（前年度からの繰越金）
1億1,037万9千円
（2.0%）

国庫支出金
(し尿処理施設整備費補助金)

1億8,987万8千円
（3.5%）

財産収入
（土地貸付料）
111万7千円
（0.0%）

衛生費
（し尿処理場運営費）
5億5,768万円
（10.3%）

朝
霞
地
区
一
部
事
務
組
合
だ
よ
り

歳出 歳入

©埼玉県南西部消防本部
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消
防
法
令
違
反
対
象
物
の
公

表
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た

　
こ
の
制
度
は
、
建
物
を
利
用
し

よ
う
と
す
る
人
が
、
そ
の
建
物
の

危
険
性
に
関
す
る
情
報
を
入
手
し
、

建
物
利
用
の
判
断
が
で
き
る
よ
う

に
、
消
防
が
確
認
し
た
「
重
大
な

消
防
法
令
違
反
」
の
あ
る
建
物
の

情
報
を
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
公
表
す
る
制
度
で
す
。

公�

表
対
象
物
／
不
特
定
多
数
の
方

が
利
用
す
る
建
物
や
自
力
で
の

避
難
が
困
難
な
方
が
利
用
す
る

建
物
（
飲
食
店
、
物
品
販
売
店
、

宿
泊
所
、
遊
技
場
、
映
画
館
、

病
院
、
福
祉
施
設
等
）

重�

大
な
消
防
法
令
違
反
の
内
容
／

屋
内
消
火
栓
設
備
、
ス
プ
リ
ン

ク
ラ
ー
設
備
ま
た
は
自
動
火
災

報
知
設
備
の
設
置
義
務
が
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
未
設
置
と

な
っ
て
い
る
も
の

公�

表
す
る
内
容
／
建
物
の
名
称
、

所
在
地
、
違
反
の
内
容

問�
／
埼
玉
県
南
西
部
消
防
本
部
予

防
課
査
察
指
導
係

　
☎
４
６
０

−
０
１
２
１

花
火
は
安
全
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

　
花
火
は
、
火
薬
を
使
用
し
て
お

り
、
使
い
方
を
間
違
え
る
と
大
変

危
険
で
す
。
次
の
注
意
点
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

•
�

遊
び
終
わ
っ
た
花
火
は
、
水
に

つ
け
て
火
を
消
す
。

•

花
火
を
人
や
家
に
向
け
な
い
。

•
�

燃
え
や
す
い
物
の
あ
る
場
所
で

使
用
し
な
い
。

•
�

一
度
に
た
く
さ
ん
の
花
火
に
火

を
つ
け
な
い
。

•
�

途
中
で
火
が
消
え
て
も
花
火
の

筒
先
を
絶
対
に
の
ぞ
か
な
い
。

問�
／
埼
玉
県
南
西
部
消
防
本
部
予

防
課　
☎
４
６
０

−

０
１
２
１

上
級
救
命
講
習
会
を
開
催
し
ま
す

日�

時
／
７
月
28
日
㈯　
午
前
９
時

〜
午
後
５
時

会�

場
／
新
座
消
防
署
（
駐
車
場
な

し
）

定�

員
／
先
着
30
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

受�

講
資
格
／
市
内
在
住
・
在
勤
ま

た
は
在
学
者
（
中
学
生
以
上
）

受
講
料
／
無
料

内�

容
／
乳
児
か
ら
成
人
に
必
要
な

救
命
手
当
等（
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
含
む
）

申�

込
方
法
／
７
月
17
日
㈫
か
ら
救

急
課
に
電
話
で
（
土
・
日
曜
日

を
除
く
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分
）

申��
・
問
／
埼
玉
県
南
西
部
消
防
本

部
救
急
課　
☎
４
７
８

−

０
８

９
９

救
急
標
語
を
募
集
し
ま
す

対�

象
／
市
内
在
住
・
在
勤
ま
た
は

在
学
者

テ�

ー
マ
／
救
急
車
適
正
利
用
、
救

急
講
習
等
の
応
急
手
当
普
及
啓

発
に
関
す
る
こ
と

応�

募
方
法
／
は
が
き
に
応
募
作
品

（
15
文
字
以
内
）、
住
所
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
お
よ
び
電

話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
７
月

20
日
㈮
（
当
日
消
印
有
効
）
ま

で
に
〒
351

−

0023　
朝
霞
市
溝
沼

１

−

２

−

27　
埼
玉
県
南
西
部

消
防
本
部
救
急
課
宛
て
に
郵
送

そ�

の
他
／
作
品
は
１
人
１
点
と
し
、

未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

最
優
秀
作
品
１
点
を
選
出
し
て
、

記
念
品
を
贈
呈
し
、
消
防
本
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
発
表
し
ま

す
。

参�
考
／
平
成
29
年
度
最
優
秀
作
品

「
適
正
な　
使
用
命
（
い
の
ち
）

の　
救
急
車
」

申��
・
問
／
埼
玉
県
南
西
部
消
防
本

部
救
急
課　
☎
４
６
０

−

０
１

２
４

Ｎ
Ｅ
Ｔ（
ネ
ッ
ト
）119
緊
急
通
報

シ
ス
テ
ム
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
Ｎ
Ｅ
Ｔ
（
ネ
ッ
ト
）
119
緊
急
通

報
シ
ス
テ
ム
と
は
、聴
覚
、音
声
・

言
語
ま
た
は
そ
し
ゃ
く
機
能
に
障

害
を
有
し
て
い
る
方
が
、
自
身
の

申…申し込み　問…問い合わせ

　朝霞地区一部事務組合は、朝霞市・志木市・
和光市および新座市の４市で構成され、し尿処
理場、障害者支援施設すわ緑風園、埼玉県南西
部消防本部の業務を共同で行っています。
■朝霞地区一部事務組合　事務局
　朝霞市溝沼1-2-27　☎461-2415
　ホームページアドレス　
　https://www.kennanseibu119.jp/
■埼玉県南西部消防本部
　朝霞市溝沼1-2-27　☎460-0119
　ホームページアドレス
　https://www.kennanseibu119.jp/firedepartment/

持
つ
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
携
帯
電

話
の
ウ
ェ
ブ
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

機
能
を
使
用
し
、
簡
単
な
画
面
操

作
で
119
番
通
報
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
利
用
す
る

た
め
に
は
、
事
前
登
録
の
手
続
き

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
登
録
は
、
指
令
統
括
課
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
お
使
い
の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ま
た
は
携
帯
電
話

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
消
防
本
部
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問�
／
埼
玉
県
南
西
部
消
防
本
部
指

令
統
括
課　
☎
４
６
０

−

０
１

２
３　

４
６
０

−

０
１
２
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
有
料
広
告
募
集

掲�

載
で
き
る
方
／
原
則
、
朝
霞
市
、

志
木
市
、
和
光
市
お
よ
び
新
座

市
内
に
事
業
所
等
を
有
す
る
方

申�

込
方
法
／
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
営
業
証
明
書
お

よ
び
広
告
の
版
下
原
稿
を
添
え

て
総
務
課
へ
持
参
ま
た
は
郵
送

掲�

載
の
決
定
／
内
容
を
審
査
の
う

え
、
掲
載
の
可
否
を
決
定
し
、

申
込
者
に
通
知
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申��
・
問
／
朝
霞
地
区
一
部
事
務
組

合
総
務
課　
☎
４
６
１

−

２
４

１
５


